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９
月
１３
日

（木
）
、
湯
沢
町
の
え

気

な
高
船
者
が
集

ま
り
、
湯
沢
カ

ル

チ

ャ
ー

セ

ン
タ

ー
で

「敬
老

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

歌

あ
り
踊
り

あ
り
で
盗
大

に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

た
三
俣

の
池

田
キ
ヌ
さ
ん
に
は
、

７
月
日
日

（火
）
、
県
知
事
代
理
と

し

て

六

日
町

地

域

福

社

セ

ン

ダ
ー
所
長
、
町
か
ら
は
、
町
長
、
町

老

人

ク
ラ
ブ
会
長
等

が
自
宅

を

訪
間
し
、
祝
金
、
祝
状
、
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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町 民 の 皆 様
湯沢町長 村山 隆征

へ

国
際
会
議
訴
訟
に
つ
い
て

す
で
に
新
聞
報
道
等
で
ご
承
知

か
と
思
い
ま
す
が
、
町
が
被
告
と

な

っ
て
い
た
国
際
会
議
訴
訟
の
控

訴
審
判
決
が
８
月
３‐
日
東
京
高
等

裁
判
所
で
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

判
決
の
主
な
内
容
は
、
町
が
原

告
側
に
慰
謝
料
６
９
０
万
円
と
こ

れ
に
対
す
る
平
成
８
年
３
月
か
ら

の
利
息

（年
５
％
）
を
支
払
え
と
言

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
審
判
決
の
２
０
０
万
円
に
比

べ
て
、
か
な
り
増
額

に
な

っ
て
し

ま

っ
た
た
め
苦
し
い
と
こ
ろ
と
な

り
ま
し
た
が
、
私
と
致
し
ま
し
て

は
何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
の
訴
訟
を

終
わ
ら
せ
、
町
民
各
位
に
安
心
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
肝
要
と

考
え
、
そ
の
方
向

で
９
月
１３
日
の

町
議
会

に
ご
説
明
申
し
上
げ
、
議

員
各
位
か
ら
温
か
い
ご
理
解
を
頂

戴
致
し
ま
し
た
。
あ
と
気
が
か
り

な
の
は
、
先
方
の
意
向
で
し
た
が
、

幸
い
先
方
に
も
上
訴
の
意
志
が
な

く
、
９
月
１５
日
に
判
決
が
確
定
致

し
ま
し
た
。

先
方

に
支
払
う
金
額
は
、
慰
謝

料
６
９
０
万
円
と
、
こ
れ
に
対
す

る
利
息
１
９
０
万
円
で
合
計
８
８

０
万
円
に
な
り
ま
し

た
が
、
９
月
議
会

で

補
正
予
算
を
議
決
い

た
だ
き
、
９
月
２８
日

に
支
払
わ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
他
に
も
昨
年
ま
で
に
支
払
い
済

み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
依
頼
の
弁
護

士
費
用
５
５
０
万
円
等
を
要
し
て

お
り
ま
す
。

思
え
ば
平
成
８
年
３
月
以
来
５

年
半
、
町
民
各
位
に
大
変
な
ご
心
配

を
お
か
け
し
、
財
政
多
端
の
中
こ
の

よ
う
な
支
出
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
は
誠
に
心
苦
し
く
、
私
の
不
徳

の
致
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
当
に
申

し
訳
な
く
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
私
も
町
長
と
し
て
責
任
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
、

４
月
町
議
会

の
ご
同
意
を
い
た
だ

き
自

ら

へ
の
戒

め
と
し
て
５０
％
、

５

ヶ
月
の
給
与
減
額
を
行

っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
５
年
半
の
間
に
各
位
か
ら

頂
戴
し
た
励
ま
し
の
言
葉
や
ご
叱

正
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
を
契
機
に

一
層
精
進

し
、
町
勢
の
発
展
と
町
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
貢
献
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
何
卒
変
わ
ら
ね
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鰺

●

判決までの経過

H元年 12月 28日 湯沢国際会議第 1固企画委員会を開催。(以降＼会議を重ね、平成 5年 5月開催を決定
したガ、その後田」長ガ 2年の延期を申し入れ、平成 7年 5月開催で了解を得る。)

H5年 12月 28日 開催日程を協議し、平成 7年 10月 3・ 4・ 5日に決定する。

H7年  3月
日7年  5月 17日
5月 31日

10月 2・ 3日

議会で約 2,500万円の予算案を可決。

田」長ガ湯沢国際会議中止を決定。

中止について全国水問題協議会側に説 Btt。

全国水問題協議会ガ中心となり、国際会議を自主開催。

H8年  3月 26日

5月 15日

大学教授ら 5名ガ湯沢町を相手取り、東京地方裁判所に損害賠償の訴状を提出。

第 1固□答弁論

H10年 6月 裁判官ガ和解勧告するも、不成立。

Hll年 5月

10月 5日

11月 16日

再度の和解勧告により、和解協議開始。

和解に関する原告側の提示条件を町ガ拒否し、禾0解協議打ち切り。

結審

H12年 3月 14日 第 1審判決

H12年 3月 27日 第 1審原告ガ東京高裁に控訴

H12年 6月 6日 湯沢町が東京高裁に附帯控訴

H12年 6月 14日 第 1回控訴審□答弁論

H13年 6月 20日 結審

H13年 8月 31日 第 2審判決

広報ゆざわ H131014 (2)



（、

「役
場
」
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

役
場
の
各
課
か
ら
今
年
度
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

朝
　
務
　
課

ＴＥＬ
Ｙ
３
４
５
２

割
独
を
占
め
る
首
都
圏
の
滞
納
考

の
徴
収
と
税
務
調
査
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た

泉
京
事
務
所
に
は
、
東
京
都
主
税

局
か
ら
、
東
京
都
税
事
務
所
に
て

長
年
に
わ
た
り
微
収
嘱
託
員
と
し

て
専
門
に
徴
快
事
務
を
行

っ
て
き

た
載
員
が
あ
た
り
ま
す
。

４
月
十
日
か
ら
湯
沢
町
東
京
事

務
所
を
開
設
し
て
か
ら
６
ヶ
月
を

経
過
し
ま
し
た
。
徴
収
事
務
、
税
務

調
査
と
も
に
成
果
は
日
々
上
が
っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
税
務
課
職
員

に
は
、
専

門
的
な
知
裁
を
有
す
る
嘱
託
員
よ

り
、
滞
納
整
理
、
滞
納
処
分
等

に
あ

た

っ
て
の
指
導
的
な
役
割
が
期
待

で
き
ま
す
。

今
後
は
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神

奈
川
県

と
微
収
範
囲
を
拡
大
し
、

滞
納
額

の
減
少
、
徴
収
率

の
向
上

を
図
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

町
税
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
か
ら

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
税
務

課
で
は
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
健

全
な
る
行
財
政
活
動
の
た
め
に
も
、

納
期
に
ま
で
に
は
納
付
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町
税
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
税
務
課
ま
で
気
軽

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

「湯
沢
町
東
京
事
務
所
」
を

開
設
し
ま
し
た

本
年
度
、
滞
納
町
税
収
入
確
保
、

徴
収
率
の
向
上
、
徴
収
事
務
強
化

を
図
る
た
め
、
東
京
都
内
に
「湯
沢

町
泉
京
事
務
所
」
を
開
設
し
ま
し

とた
。Ｗ
ゎ

６０
年
代

の

マ
ン
シ

ョ
ン

ブ
ー
ム
も

一
段
落
し
た
途
端

の
バ

ブ
ル
経
済

の
崩
壊
及
び
、
そ
の
後

の
長
引
く
経
済
不
況
に
よ
る
金
融

機
関

の
成
綻
、
土
地
取
引

の
低
迷

等

に
よ
る
資
金
繰
り
の
患
化
、
経

済
環
境
の
不
透
明
さ
ゴ
屋
用
不
安
、

異
常
少
雪
に
よ
る
観
光
産
業
の
仏

迷
等
が
童
な
り
、
町
税

の
滞
納
額

が
年

々
増
加
す
る
と
と
も
に
、
徴

収
率
も
低
下
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
事
態
は
町
財
政
に
大
き
な
影
響

を
与

え
る
も
の
で
あ
り
、
抜
本
的

な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
蜂
要
で

あ
る
と
の
後
点

の
も
と
に
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

平
成
７
年
度
よ
り
、
徴
収
率

の

向
上
対
策

と
し
て
、
首
都
圏
を
対

象
と
し
た
出
張
微
ほ
や
県
と
の
共

同
微
収
等
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

成
果
は
み
ら
れ
た
も
の
の
依
然
と

し
て
低
迷
を
脱
却
す
る
こ
と
の
出

来
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
平
成

８
年
度
末

に
は
滞
納
額
が
８
億
円

を
突
破
し
、
平
成

９
年
度

に
は
１０

億
円
の
大
合
に
乗

っ
て
し
ま

い
ま

し
た
。
平
成
１２
年
度
末

の
滞
納
額

は
約
１６
億
円
と
４
年
間
で
２
倍
に

逹
し
ま
し
た
。

（下
図
参
照
）

こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
て
、

長
野
県
基
井
沢
町
が
２
年
前
か
ら

導
入
し
て
い
る
「嘱
託
員
制
度
」
を

参
考

に

「湯
沢
町
東
京
事
務
所

の

開
設
」
と

「徴
ほ
嘱
託
員

の
配
置
」

が
決
定
し
ま
し
た
。

約
２
０
０
０
件

の
滞
納
者

の
７

湯沢町町税滞納額の推移
(千円 )

1,800,000

1,600,000

1,400,000

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

口滞納繰越分

回当年度分

_1,327,909
1,104,096

730,081

866,261

453,277

420,886405,488377,506 357,422346,9835304,

7年度   8年 度   9年 度   10年 度   刊1年度   12年度
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救
急
ミ
ニ
知
識

〈
Ｈ
〉
～
中
毒
に
つ
い
て
～

中
毒
と
は
、
毒
物
、
毒
素
、
過
剰

な
薬
物
の
作
用
に
よ
り
、
正
常
な

体
の
機
能
が
妨
げ
ら
れ
て
、
異
常

な
反
応
を
示
し
た
り
、
生
命
を
危

険
な
状
態
に
さ
せ
る
症
状
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
同
じ
原
因
の
物
質

で
も
中
毒
の
現
れ
方
は
常
に
同
じ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
原
因

と
な
る
物
質
の
摂
取
量
、
変
質
、
摂

取
方
法
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す

し
、
中
毒
を
受
け
た
動
物
の
種
類
、

年
齢
、
性
別
、
個
体
差
、
健
康
状
態

に
よ
っ
て
も
異
な
っ
て
く
る
た
め

で
す
。

新
宿
歌
舞
伎
町
で
起
こ
っ
た
火

災
で
４４
名
の
死
者
が
出
ま
し
た
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
ガ

一
酸
化
炭
素
中

毒
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
酸
素
が
少
な
い
状
態
で
物
ガ

燃
え
る
時
に
は

一
酸
化
炭
素
が
よ

り
多
く
発
生
し
ま
す
。
一
酸
化
炭

素
は
酸
素
よ
り
も
血
液
と
結
び
つ

き
や
す
く
、
体
内
に
入
る
と
血
液

が
酸
素
を
運
べ
な
く
な
る
非
常
に

危
険
な
気
体
で
す
。
こ
れ
か
ら
ス

ト
ー
ブ
や
フ
ア
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど

の
暖
房
を
使
用
す
る
時
期
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
換
気
を
し
つ
か
り
こ

行
う
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

一
酸
化
炭
素
の
急
性
中
毒
は
、

認
識

・精
神
運
動
能
力
の
低
下
、
頭

痛

・
嘔
吐

・
虚
脱

・
歩
行
障
害
な

ど
で
意
識
の
は
つ
き
り
し
て
い
る

う
ち
に
手
足
の
運
動
麻
痺
が
起
こ

り
ま
す
。
睡
眠
中
の
中
毒
で
は
覚

醒
時
す
で
に
歩
行
障
害
が
起
き
て

お
り
、
脱
出
し
よ
う
に
も
脱
出
で

き
ず
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
死
亡

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
急
性
中
毒
の
後
遺
症
は
数
日

～
数
週
後
か
ら
現
れ
ま
す

。

【間
い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署

胆
８４

・
３
３
７
７

【
１０
月
の
支
払
は
１２
日
で
す
】

６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
児
童
手

当
が
、
１０
月
１２
日

（金
）
に
振
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
確
誕
し
て
く

だ
共
」
い
。

【
児
童
手
当
と
は
】

児
童
手
当
は
、
生
活
の
安
定

と

児
童

の
健
全
育
成

・
資
質

の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
児
童
を
奏

有
し
て
い
る
方
に
キ
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

【
支
給
対
象
】

小
学
校
入
学
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人

（た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。
）

【
手
当
月
額
】

第

―
子
　
　
　
５
，
０
０

′
０
円

第
２
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第
３
子
以
降

１
０
，
０
０
０
円

【
支
払
に
つ
い
て
】

申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
支
給

事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。
毎
年

２

●
６

●
Ю

月

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

【申
請
に
蜂
要
な
も
の
】

ＦＰ
鑑
、
申
請
者

の
口
座

の
分
か

る
通
帳
等

（公
務
員

の
方
は
勤
務
先
で
手
続

を
し
て
く
だ
さ

い
。
）

※
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
福
祉
保

健
課
窓

口
で
手
続
が
強
要
に
な

り
ま
す
。

・
出
生
等

に
よ

っ
て
対
象
児
童
が

増
え
た
と
キ
、

。
受
給
考
や
対
象
児
童

の
住
所
が

変
わ
る
と
き
。

・
離
始

・
元
別
等
に
よ
り
対
象
児

童
を
奏
有
し
な
く
な

っ
た
と
き
。

・
受
給
者

の
加
入
年
金
が
変
更
に

な

っ
た

と
き
。

【
届
け
出

・
聞

い
合
わ
せ
】

福
社
保
健
課
福
祉
係

砒
８４

・
４
５
６
０

ト

●ぬらした布を固めにし0ぬらすことができなけれ ●短い距離なら息をとめて
ぽって、鼻と口を覆う。  ば、ハンカチ・ネクタイ・ いっきに避難。

衣服などで覆うだけでも

OK。

●火災時の煙は熱気をおび ●壁ぎわには多くの空気が ●階段の段のくぽみ部分に

ているので空気よりも軽 残っているものです。姿  も空気が残りやすいので
く、上層部からたまって 勢を低 くしたら、壁ぎわ 段のくぽみに顔をつっこ
いく性質があります。姿  に寄りましょう。壁づた むようにして呼吸をしま
勢を低 くして、はうよう いに進むと方向がわかり しよう。
にして進み、地面スレス やす く、避難しやすいは
レの空気を吸うようにし ずです。
ましょう。

I キ

広報ゆざわ H13.10.14 (4)



，
　
薬
と
健
康
の
週
間

１０
月
１７
日
～
２３
日

，

　

薬
は
、
病
気
を
治
し
体
の
正
常
な
働
き
を
促
し
て
私
た
ち
の
健
康
な
生
活
を
守

っ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
使
い
方

・

　

を
誤
る
と
、
副
作
用
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
正
し
い
薬
を
正
し
く
理
解
し
て
使

っ
て
い
ま
す
か
？

● ● ● ● ,● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

知
っ
て
る
０
聞
い
て
る
０
お
薬
の
こ
と

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ｍ
ｗ
ま
す
専
門
家
に
相
談
を

薬
を
効
果
的
か
つ
安
全
に
使
用
す
る
た

め
に
、
ま
す
薬
剤
師
な
ど
の
専
門
家
に
相

談
し
て
選
び
ま
し
よ
う
。
分
か
ら
な
い
こ

と
を
き
ち
ん
と
尋
ね
、
薬
に
つ
い
て
よ
く

理
解
し
て
か
ら
服
用
し
ま
し
よ
う
。

ロ
ロ
薬
の
添
付
文
書
を
必
す
読
も
う

薬
の
添
付
文
書
に
は
、
用
法
、
用
量
、

効
能
の
ほ
か
、
使
用
上
の
注
意
が
記
載
さ

れ
て
い
ま

す
。
よ
く

読
ん
で
か

ら
、
正
し

く
使
用
す

る
習
慣
を

つ
け
る
よ

う
に
し
ま

し
よ
つヽ
。

口
ｗ
高
齢
者
は
特
に
注
意
を

高
齢
者
は
、
肝
臓
や
じ
ん
臓
な
ど
の
働

き
が
弱
く
な
っ
て
、
薬
の
作
用
が
強
く
出

過
ぎ
る
な
ど
、

思
わ
ぬ
副
作

用
が
出
る
こ

と
が
あ
り
ま

す
。
薬
を
併

用
す
る
場
合

も
多
い
の
で
、

特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

ｍ
口
湿
気
や
高
温
を
避
け
て
保
管

薬
は
、
湿
気
、
光
、
高
温
な
ど
に
よ
っ

て
品
質
が
低
下
し
ま
す
。
密
閉
し
た
容
器

に
入
れ
、
日
光
や
高
温
に
さ
ら
さ
れ
な
い

冷
暗
所
で
保
管
し
ま
し
よ
う
。

区
Ｗ
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
所
に

乳
幼
児
　
小
児
が
誤
飲
し
な
い
よ
う
に
、

薬
の
置
き
場
所
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
ま

し
よ
う
。
薬

を
ほ
か
の
容

器
に
入
れ
換

え
た
り
、
殺

虫
剤
や
農
薬

な
ど
と

一
緒

に
保
管
し
た

り
す
る
の
も

厳
禁
で
す
。

選ぴ方

薬の正しい

使い方

n浮
つつ

てて

へ

い

ヽ
＼

(5)

‐

少子化 。高齢化が急速に進展 し、
「超高齢化社会」の到来が見込まれる

なかで、経済社会の活力を維持して

いくためには、高齢者の活用が欠か

せません。60歳以上定年が義務化さ

れましたが、その後の継続雇用につ

いては、年々改善はされているもの

の希望者全員を65歳まで継続雇用す

る割合は低い水準にあります。

平成13年度からは厚生年金の支

給開始年齢が引き上げられ、60歳

定年制の場合、年金支給との間に

空白が生じます。従業員の高齢期

の生活不安等を払拭する意味から、

事業主の皆さんに65歳までの継続

雇用制度にご理解をいただき、早

急に取り組みについてご協力をお

願いします。

１０
月
は

「高
年
齢
者
雇
用
促
進
日
間
」



押し上げ・下げ運動
g路ご生ぼF男を牡豚宅罰皇雫3塚

ゆつく

とCt`trノ

脚の屈伸運動

冒F三彗三票巻詈:glξ三樫岳査皇曇曇言
片手巻き上げ・下げ運動

]sa]三:奪9ま

gEtti堂曽e5岳ぞ

両手巻き上げ 。下げ運動

:ョ言gξ阜卓:ξ 雪々警e背:讐Fそ至

Ｆ
口

゛

◆
―
―

今
Ｉ

↓

ダンベJ♭体燥 レ

ダンベル体操は筋肉を鍛え、基礎代謝を高める効果があり、
肥満の防止に役立つ運動です。自分に合つたダンベルを持
つて、1日 15分、次のような運動を続けてみましょう。

基本の姿勢をしっかりと

Paint l…力をこめてしっかりとダンベルを握る
Pcht 2…手首を内側に曲げ、そのまま手首を固定する
Poht 3…腹と腰に力を入れ、背筋をまっすぐ伸ばす
Point 4…中腰の前傾姿勢が基本。首と首筋をまっすぐ伸ばす

運動するときの注意

●各動作を止めずに、ゆっくりとダンベルを動かし続けましょう。
●各運動を、それぞれ 10～ 20回繰り返します。

両手前方振り上げ・下げ運動
ひざを折り
を両手で握
遠くを通る
げ、ゆつく

り

り

よ

Ｂ
↓

舎

Ｂ

上体左右ひねり運動

拿き]§と9:吾目振Fとを目三巻E写薯

※ここで紹介した動作は、ダンベル体操の基本の動作の一部です。
※ダンベルの重さは、女性は05～ 2 0kg、 男性は10～ 3 0kgが 目安。

Point

2

Point

4

Point

3
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す《健康講座》

|「あなたの思融期をすてきに」

事実r支指導 :尿朱撃を子防する倣操
→講  師 :害田かづ子 ほ (上越市・風a産隔)
を対  象 :H性
1定  員 :働名
1申  込 :当日受何
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l《健康講座》
|「生活習1旨病子防と縮尿病について」

| ～手どもたちの健康がにない一
1 調  師 :上樹 伯人 ほ
|      (dl出 町・上河医院院長)
i 対  象 :― R受
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1 申  込 :当日受何
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13:働～ 15:働

「骨組しょう症健診・子日商執室」

内  容 :骨密度淑J定、健康執室
対  象 :はじめて健診を受けう苗‖生
定  員 :宣)名
料  金 :工D円
申込受何は、終了しています。

１０
月
２２
日

（月
）
～
２８
日

（日
）

会
場

ｏ
湯
沢
町
公
民
館

||十 ■ Ⅲ ●|||■ )ヽ 1)||■ ● |(l il■ il kll(:111ヽ ‐ :):Ⅲ II lri t●
‐

《健康講座》

「寝たとりにならないための健康づくり」
―
実技指暮 :健骨イホ操―
 講  師 :高福 冒― 砥、関口 陽子 砥
! 対  象 :-8受
―1定  目 :なし
1 申  込 :当日受付

貫日 間 中

1期間中クイズ全間正解者先蒼 100名に   更年期の症粥六
:景品ブレゼント             尿朱撃徳操

町の縮尿病の実議

縮尿柄子Bおの食事

健骨紘操の効果

健康づくリアシスクントの紹介
:ヽ ■ 学 ||■ 生 i■ ● =■
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問い合わせは一

保健センター

TEL 84 0 3149ま で |
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お 日 (木 )

!0日 26日 (金 )
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Ｙ
箕

バ
ラ

ン
ス
シ
ー

ト

と
は

？

貸
倍
対
照
表
と
呼
ば
れ
る
財
務
状
況

を
示
す
表
の
こ
と
で
あ
り
、
一
定
の
時

点
に
お
い
て
そ
の
団
体
ガ
保
有
す
る
す

べ
て
の
資
産
、
員
債
等
の
ス
ト
ツ
ク
の

状
況
を
総
括
的
に
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

な
ぜ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
必
要
？

町
財
政
に
つ
い
て
は
、
町
民
に
対
し

て
報
告
ガ
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
毎
年
議
会
で
承
認
さ
れ
た

決
算
を
広
報
誌
等
に
掲
載
を
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

そ
も
そ
も
自
治
体
会
計
は
、
単
式
簿

記
で
管
理
さ
れ
、
１
年
間
の
収
支
を
表

す
も
の
と
な

つ
て
い
ま
す
。
予
算
書
や

決
算
書
上
で
は
、
事
業
執
行
の
結
果
、
町

に
は
ど
の
位
の
資
産
や
員
債
が
残

っ
て

い
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
の
場
合
、
損
益
計
算
書

・貸
借
対

照
表
に
よ
る
複
式
簿
記
で
整
理
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
財
産
の
中
身
と

財
務
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

湯
沢
町
も
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
利
用
に
よ
り
、
今
後
の
事
業
の
見
直

し
等
、
効
率
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
方
法

湯
沢
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
国

（旧
自
治
省
）
が
示
し
た
ル
ー
ル
に
沿

っ

て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う

な
条
件
や
留
意
点
ガ
あ
り
ま
す
。

①
対
象
と
な

っ
て
い
る
会
計
は
、
一
般

会
計
の
み
で
あ
り
、
特
別
会
計

（下
水

道
、
診
療
所
会
計
等
）
や
企
業
会
計

（水
道
会
計
、
観
光
事
業
会
計
）
は
、
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

②
基
礎
デ
ー
タ
の
範
囲
は
、
昭
和
４４
年

度
か
ら
平
成
４‐
年
度
末
ま
で
の
、
決

算
統
計
の
デ
ー
タ
に
よ
り
算
出
し
て

い
ま
す
の
で
、
昭
和
４３
年
度
以
前
の

事
業
費
は
入

っ
て
い
ま
せ
ん
。

③
有
形
固
定
資
産
の
価
格
は
、
土
地
に

つ
い
て
は
取
得
し
た
当
時
の
価
格
と

な

っ
て
お
り
、
土
地
以
外
の
資
産
に

つ
い
て
は
、
事
業
目
的
別
に
国
ガ
示

し
た
耐
用
年
数
に
基
づ
い
て
減
価
償

却
を
行

っ
た
後
の
価
格
と
な

っ
て
い

ま
す
。

バ
ラ

ン

ス
シ
ー
ト

で
わ

か
る

こ
と

平
成
４２
年
３
月
３４
日
現
在
で
湯
沢
町

の
総
資
産
は
、
約
４
１
６
億
円
と
な

っ

て
い
ま
す
。
一
方
員
債
は
、
全
体
で
約
３８

億
円
、
そ
の
差
で
あ
る
正
味
資
産
は
約

３
７
８
億
円
と
い
う
も
の
で
す
。

①
資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資
産
が

約
３
６
７
億
円
と
な

つ
て
お
り
、
資

産
全
体
の
８８
，
２
％
を
占
め
て
お
り
、

残
リ
ガ
基
金
、
貸
付
金
、
未
収
金
等
で

約
４９
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
有
形
固
定
資
産
を
行
政
目
的
別
に
見

る
と
、
道
路
と
都
市
計
画
、
公
園
な
ど

の
土
木
関
係
ガ
約

２
１
０
億
円
と

な
っ
て
ぉ
り
、
５７
．
３
％
と
最
も
多
く
、

つ
い
で
小
学
校
の
校
舎
や
中
学
校
の

第
２
体
育
館
、
公
民
館
な
ど
建
設
事

業
を
含
む
教
育
関
係
ガ
約

５７
億
円

（‐５

４
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
後
年
度
の
員
担
と
な
る
地
方
債
に
つ

い
て
は
、
約
２‐
億
円
ガ
残
高
と
な

っ

て
い
ま
す
が
、
湯
沢
町
ガ
所
有
す
る

総
資
産
約
４
１
６
億
円
と
比
較
す
る

と
、
５
，
１
％
で
あ
り
、
極
め
て
低
い

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
今
後

の
活
用

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
の
統

一
基
準

が
示
さ
れ
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
い
た
め
、

こ
の
基
準
で
作
成
し
て
い
る
団
体
は
、

ま
だ
少
数
と
な

っ
て
い
ま
す
ガ
、
今
後

多
く
の
団
体
ガ
作
成
す
る
よ
う
に
な
る

と
様
マ
な
比
較
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
今
後
も
継
続
し
て
作
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
変
化
を
数
値
と

し
て
見
て
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

〉K(

〉
尊

尊 .

，
採

本

ヘ

▼
驀

ヘ

苺そ

広報ゆざわ H13.1014 (3)



¬

湯 沢 町 のバ ラ ン ス シー ト (平成 12年 3月 31日現在)

①物件の購入等に係るもの

②債務保証及び損失補償に係るもの

③利子補給等に係るもの

(単位 :千円)

*債務負担行為に係る補償等 398,356千 円

517,502千 円

5,709千円

借 方 貸 方

〔資産の部〕

1.有形固定資産

(1)総務費

(2)民生費

(3)衛生費

(4)労働費

(5)農林水産業費

(6)商工費

(7)土木費

(8)消防費

(9)教育費

(10)その他

計

1, 487, 964

1, 121, 956

1, 815, 935

85, 489

838, 170

1, 779, 182

21, 006, 935

35, 880

5, 662, 202

2, 858, 878

36, 692, 591

(う ち土地 13,723,825)

有形固定資産合計 36, 692, 591

2.投資等

(1)投資及び出資金

(2)貸付金

(3)基金

255, 642

414, 905

525, 258

投資等合計 1, 195, 805

3.流動資産

(1)乳金・預金

(2)未収金

2, 241, 070

1, 477, 649

流動資産合計 3, 718, 719

資産合計 41, 607, 115

〔負債の部〕

1.固定負債

(1)地方債 2, 142, 257

(2)債務負担行為 0

(3)退職給与引当金   1,387,848

固定負債合計 3, 530, 105

2.流動負債

(1)翌年度償還予定額    279,428

(2)翌年度繰上充用金 0

流動負債合計 279, 428

負債合計 3, 809, 533

〔正味資産の部〕

1,国庫支出金 4, 374, 158

2.都道府県支出金 514, 491

3.一般財源等 32, 908, 933

正味資産合計 37, 797, 582

負債 。正味資産合計 41, 607, 115

9月 の建設工事等入札結果 (落札額2岡 万円以上)

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

下第64号 汚水枝線新設 (その15)附帯工事 2, 835, 000 l抑エムケイ設備

下第 18号 汚水枝線新設 (その29)工事 4, 882, 500 仰豊田屋建設

下第 17号 汚水枝線新設 (その27)工事 9, 870, 000 lttl両山建設

建第27号 石白■号線消雪施設 (取水工)工事 3, 675, 000 仰剣水施設整備

建第30号 原新田5号線消雪施設 (取水工)工事 4, 515, 000 l右)俵山さく泉

建第29号 宇津野線消雪施設 (メーンパイプ)工事 6, 300, 000 仰つどい総業

建第36号

建第35号

城4号線 (城平 1・ 2号線)井戸増掘工事 6, 195, 000 脚つどい総業

町55号 (清水 2・ 3号線)井戸増掘工事 6, 195, 000 爛中由商会湯沢営業所

建第34号 石白■号線消雪施設 (メーンパイプ)工事 4, 462, 500 仰戸垣建設

建第33号 宮林3号線道路改良工事 7, 140, 000 爛豊田屋建設

(9)
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９
月
１５
日

（土
）
、
湯
沢
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
湯
沢
町

消
防
団
に
よ
る
秋
季
消
防
演

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
演
習
で
は
、
ポ
ン
プ

操
法

・
規
律
訓
練
等
が
、
今
ま

で
と
は
異
な

っ
た
形
式
が
と

ら
れ
ま
し
た
が
、
消
防
団
員
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。

９
月
３０
日
（日
）
、
「ラ
ン
ナ
ー
ズ
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
湯
沢
」
が
岩
原
ス
キ
ー
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ゲ
ス
ト
に
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
マ
ラ
ソ
ン
代
表
の
浅
井
え
り
子
さ
ん
を
迎

うえ
、
県
内
外
か
ら
４
４
２
名
の
選
手
が
参
加

し
、
４
２
４
名
が
完
走
し
ま
し
た
。

湯
沢
町
か
ら
の
参
加
者
で
は
、
１２
ｋｍ
女
子

総
合
で
、
南
雲
規
子
さ
ん

（駅
通
）
が
み
ご
と

優
勝
し
ま
し
た
。

〓
′
　

蕩

蕩

蕩

務

斎

三

井

主 催

インタビューを受ける南雲規子さん

(写真 右)

`  
｀

スナツ
七
・
一

」一́
・
一
〇
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回
膠
レ
刊

町
民
の
み
な
さ
ん
よ
り
町
村

合
併
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
た
め
、
合
併

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
み
な

さ
ん
か
ら
ご
参
加

い
た
だ
き
、

町
村
合
併
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
４

町
の
リ
レ
ー
で
行
う
も
の
で
す
。

【日
時
】

１０
月
１５
日

（月
）

午
後
７
時
～

【会
場
】

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

【基
調
講
演
】

講
師
　
桑
原
　
英
明

氏

（常
磐
大
学
人
間
科
学
部
助
教
授
）

【パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

☆
が
不
リ
ス
ト

細
川

弘
美

氏

（湯
沢
町
議
会
議
員
）

冨
沢

哲

氏

（湯
沢
町
議
会
議
員
）

岸
野

裕

氏

（雪
国
青
年
会
議
所
）

【主
催
】

南
魚
沼
郡
広
域
連
合

【他
会
場
の
日
程
】

・
六
日
町

１０
月
１６
日

（火
）
午
後
７
時
～

六
日
町
文
化
会
館

・
大
和
町

１０
月
１７
日

（水
）
午
後
７
時
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
さ
わ
ら
び

。
塩
沢
町

１０
月
２２
日

（月
）
午
後
７
時
～

塩
沢
町
公
民
館

【問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
企
画
振
興
係

ＴＥＬ

８４

・

３

４

５

１

ホ  踊書奮
経 亘曇墓?牽潔

―

環黙議・甲

大規模な土地取引を行ったら2週間以内に届出を
国土利用計画法により、大規模な土地について:売買等の取引をした場合は、市町村の役所

を通じて県知事に届け出る必要があります。土地の権利取得者 (売買の場合は買主)は、土

地の利用目的、取引価格等を契約締結後 2週間以内に、土地の所在市町村の役所に届け出て:

ください。

届出のあつた土地について、県知事は適正かつ合理的な土地利用を図るため、その利用目

的に関して必要な助言、勧告等を行う場合があります。

<届出の必要な面積>
市街化区域 (湯沢町にはありません。):21 000 Hf以上

都市計画区域 (大字湯沢・神立・土樽の一部):5,000■ f以上

都市計画区域外 (大字三国 。三俣・土樽の一部):10,000・f以上

※届出が必要であるにもかかわらず、契約締結後 2週間以内に届出をしなかつた場合や虚偽

の届出をした場合には、国土計画法違反で6カ 月以下の懲役または 100万円以下の罰金に

処せられる場合があります。

【間い合わせ】 総務課企画振興係 T[[84-3451

ヲ

　

　

　

尋

／

‐
ヽ
ヽ

0                      ●

戦傷病者等の妻の方へ

平成 8年 5月 に最終償還を迎えた戦傷病者
等の妻に対する特別給付金の受給権を取得

した妻であつて、

戦傷病者等である夫が平成 5年 4月 1日 か

ら平成 8年 9月 30日 までの間に公務傷病以外
の原因により死亡 (平病死)された方。

(額面 5万円、5年償還の国債 )
請求期限は、平成 16年 9月 3(l日 までです。

【問い合わせ】

福祉保健課福祉係 色84-4560
0                      ●

JR区間運休のお知らせ
」R東 日本新潟支社では、線路のリフレッシュエ事の

ため、下記の区間で列車を運休し、バスによる代行運転

を行います。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力

をお願いします。

【期間】 10月 2/生 日 (水)～ 26日 (金 )

【区間】 」R上越線 六日町駅～小出駅間
【区間運体する列車】

下り 越後湯沢 10:46発→新潟行き普通列車
上り 長岡 10:40発→水上行き普通列車
※詳しくは、駅係員におたずねください。

【問い合わせ】」R越後湯沢保線区 TEL 85-5045
0                           ●

欺

0 0
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一
日
社
会
保
険
移
動
相
談
所
開
設

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町

事
務
所
で
は
、
地
域

の
み
な
さ
ん

か
ら
年
金
や
健
康
保
険

に
つ
い
て

理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

移
動
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

【
日
時
】

１０
月
２６
日

（金
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

【
相
談
担
当
】

六
日
町
事
務
所
担
当
戦
員

【
相
談
内
容
】

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
国
民
年

金

に
つ
い
て

誨

「
Ｒ

ｅ
・
Ｂ

ｅ
」
や
事
務
所
通

信
を
送
付

い
た
し
ま
す
。

②
再
就
戦
準
備
セ
ミ
ナ
ー
や
奉
種

講
習
会
、
ま
た
登
録
者
同
士

の

交
流
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

③
再
就
戦

の
準
備
な
ど
に
つ
い
て

の
個
別
相
談
を
発
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

④
教
育
訓
練

の
受
講
を
支
援
す
る

「割
引
券
」
の
発
行
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
（入
学
料

と
受

講
料

の
２
割
、
特
定

の
講
座
は

５
割
）

※
登
録
は
、
４
年
間
有
効
で
、
費
用

は
無
料
で
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

ｍ
２‐
世
紀
職
業
財
団
新
潟
事
務
所

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

４

９

●
５

６

６

０

里
子
が
１８
歳
ま
で
の
奏
育
型
と
が

あ
り
ま
す
。
里
規
制
度

に

つ
い
て

詳
し
く
知
り
た

い
方
は
、
児
童
相

談
所

へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
六
日
町
児
童
相
談
所

砒
７０

．
２
４
０
０

平
成
１４
年
十
月

（平
成
１３
年
分

の
確
定
申
告
）
か
ら
、
所
得
税
の
確

定
申
告
書
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

申
告
書
新
様
式
の
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
様
式
を
２
種
類
に

（分
離
課
税
用
な
ど
が
別
表
に
）

②
用
紙
が
Ａ
４
サ
イ
ズ
に

③
記
載
欄
を
整
理

④
手
引
き
を
充
実

【聞

い
合
わ
せ
】

小
十
谷
税
務
署

ＴＥＬ

０

２

５

８

●

８３

・

２

０

９

０

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｊ
計
計
ｏ
【＼
＼
〓
〓
〓
・
コ
台
ω
・
∞
０
・
」
０

【戦
種
】

ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
ガ
イ
ド
係

【
勤
務
時
間
】

午
前
８
時
３０
分

～
午
後
５
時
１５
分

【募
集
人
数
】

―
名
程
度

【条
件
】

。
年
船
２５
歳
以
下

・
勤
務
態
度
が
ま
じ
め
で
接
客

マ

ナ
ー
の
文

い
方

。
通
勤
可
能
な
方

【
痣
寡
】

履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業
所
総
務
係

ＴＥＬ

８４

・

３

３

２

６

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

９
月
１９
日
　
　
南
雲

　

群ヽ
遠ゎ
　
さ
ん

（石
白
、
稔

・
沙
也
香
さ
ん
）

９
月
２２
日

　

杉
山

　

囃
瞬

さ
ん

（谷
地
、
光
洋

・
里
枝
さ
ん
）

９
月
２３
日
　
　
富
沢
　
　
鍵
と
　
さ
ん

（原
、
竜

・
実
穂
さ
ん
）

９
月
■
日

　

並
木

　

ワ
カ

さ
ん

（中
里
、
９‐
歳
）

９
月
２３
日

　

田
村

　

ヨ
イ

さ
ん

（
一
之
町
、
８０
歳
）

９
月
２５
日

　

南
雲
　
キ
ミ
子

さ
ん

（原
新
田
、
８４
歳
）

９
月
２６
日

　

矧
持

　

義
治

さ
ん

（土
樽
、
８２
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ｍ
２‐
世
紀
戦
業
財
団
新
潟
事
務

所
で
は
、
再
就
職
の
準
備
を
長
期

的
に
支
援
す
る

「再
就
職
希
望
登

録
者
支
援
事
業
」
を
行

っ
て
い
ま

す
。【対
象
】

妊
娠
、
出
産
、
育
児
ま
た
は
介
護

等
を
理
由
と
し
て
退
職
し
、
将
来

的
に
再
就
職
を
希
ソ
す
る
方
。

【
支
援

の
方
法
】

①
再
就
職

の
準
備

に
役
立

つ
情
報

近
年
、
児
童
虐
待
な
ど
で
、
家
庭

に
患
ま
れ
な

い
児
童
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
児
童

の
多
く
は
、

児
童
擁
護
施
設
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
が
、
児
童

の
健
全
な
成
長

に
は
、

あ
た
た
か

い
家
庭
で
の
生
活
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
一
ヽ
の
た
め
、
児
童
福

祉
法
で
、
家
庭
養
有
制
度
が
設
け

ら
れ
、
児
童

の
辛

せ

の
た

め
に
、

「里
規
制
度
」
が
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

里
規
に
は
、
養
子
縁
組
み
型
と
、

再
就
職
希
望
登
録
者

支
援
事
業
の
ご
案
内

里
規
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

新
し
く
な
り
ま
す

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
臨
時
職
員
募
集

>゛

ヒ

申

し

ま

回

10月 16日 (火)午 後 1時～ 3時
相談委員 高橋 昇
会場…湯沢町公民館浅貝分館

行政相談委員は、総務大臣が行政相談委員法

に基づいて委嘱しています。

国の仕事、JR、 NTT、 日本たばこや公庫、
公団、事業団といつた特殊法人の仕事につい

てご意見がありましたらご相談ください。
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